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本年もよろしくお願い申し上げます



   新年明けましておめでとうござい
ます。
  県民の皆様におかれましては、健
やかに新春をお迎えのこととお慶び
申し上げます。皆様には、平素から
当協会の運営と各種交通安全活動の

推進に格別のご理解とご協力を賜り厚くお礼を申しあげ
ます。
  また、茨城県、茨城県警察、茨城県交通安全母の会連合
会を初め、県老人クラブ連合会など関係機関団体の皆様、
地域の交通ボランティアの方々の御支援、ご協力を賜り御
尽力いただいていることに対して重ねて御礼申しあげます。
　さて、昨年は、コロナ禍で延期されていた2020東京オ
リンピック・パラリンピックが開催されましたが、史上
初の無観客や入場制限の導入など、その後も社会全体が
大きく制約され、当協会主催の子供自転車大会や各種イ
ベントやキャンペーンも中止とさせていただきました。
  一方、茨城県内の交通事故の発生状況は、県民の皆さま
の御理解とご協力により発生件数、死者・負傷者数とも
減少し、交通事故死者数は全国ワースト11位と２年連続

でワースト10から脱却することができました。
  しかしながら高齢化社会を迎え、依然として悲惨な交
通事故で亡くなられる犠牲者が多数存在する現実があり、
中でも高齢者が犠牲となる死亡事故が約６割を占め、大
変厳しい情勢にあります。
  当協会におきましては、このような交通情勢を踏まえ、
本年も皆様の御指導、御支援を賜りながら、
  ○飲酒運転の根絶
  ○子供と高齢者の交通事故防止
  ○歩行者の保護
等を重点的に活動して参りたいと考えております。
  当協会は、高齢者をはじめ県民全ての皆様が安全で快適
な生活が過ごせるよう「交通事故ゼロ」を目指し、今後
も交通安全活動に邁進して参ります。
　当協会の活動は、県民の皆様に支えていただくことによ
り実現できるものでありますので、今後も益々の御支援・
ご協力を賜りますよう。心からお願いを申しあげます。
　結びに、本年が皆様に取りまして、安全で健やかであ
ることを後祈念申し上げ、新年の挨拶とさせていただき
ます。

　新年明けましておめでとうござい
ます。
　茨城県交通安全協会の皆様におか
れましては、健やかに新春をお迎え
のこととお慶び申し上げます。
　また、皆様には、平素から各種交

通事故防止活動をはじめ、警察行政各般にわたりご理解
とご協力を賜っておりますことに、本紙面をお借りして
厚く御礼を申し上げます。
　さて、令和３年中の県内における交通事故情勢を振り
返りますと、人身交通事故の発生件数は5,931件、事故死
者数は80人、負傷者数は7,243人といずれも前年と比較し
て減少し、県民の皆様、そして貴協会をはじめとする県
内機関・団体の皆様のご尽力の下で、昨年も長期にわた
る事故減少傾向を維持することができました。
  しかしながら、痛ましい交通事故は絶無を期さなければ
ならない中にあって、新型コロナウイルス感染症をめぐ
る情勢により人流、交通流が抑制傾向にあるにもかかわ
らず、依然として県内の人身交通事故は１日約16件のペー
スで発生し続け、その内容も、悪質な飲酒運転による交

通事故死者数が前年と比較して増加するなど予断を許さ
ない状況が続いており、特に昨年は、千葉県下で飲酒運
転により下校途中の小学生５名が死傷するという大変痛
ましい事故が発生し、通学路の安全や飲酒運転防止への
更なる対策が求められるなど、交通事故防止に向けた社
会全体の危機意識が大いに高まっております。
  このような情勢を踏まえ、県警察では、本年の運営重点
として「総合的な交通安全対策」を盛り込み、交通事故
の実態や地域の実情を踏まえた効果的な交通安全対策の
推進、子供や高齢者をはじめとする歩行者が安心できる
交通の確保、妨害運転・飲酒運転等を行う悪質・危険な
運転者の排除を中心に諸対策を強力に推進して参ります。
　皆様には、いばらきの地の総合的な交通安全対策の要
として、県警察の諸取組に一層のお力添えをいただきま
すとともに、引き続き、痛ましい交通事故の絶無を期し、
地域に密着した交通事故防止活動にご尽力いただきます
よう、よろしくお願い申し上げます。
　結びに、貴協会のますますの御発展と、会員の皆様の
御多幸を祈念いたしまして、年頭の挨拶とさせていただ
きます。

（一財）茨城県交通安全協会会長

茨城県警察本部長

曽　雌　哲　雄

飯　利　雄　彦
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交通栄誉章「緑十字金章・銀章」本県の受賞者は次のとおりです。心からお祝い申し上げます。（敬称略）

⃝日立地区‥‥‥‥水庭　久勝
⃝龍ケ崎地区‥‥‥関口　　要

⃝つくば地区‥‥‥塚本　　隆
⃝桜川地区‥‥‥‥枝　　　守

⃝境地区‥‥‥‥‥木村　藤一
⃝取手地区‥‥‥‥椎名　　正

⃝ひたちなか地区‥安　　正機
⃝那珂地区‥‥‥‥秋山　尊治
⃝日立地区‥‥‥‥大貫 健一郎

⃝鉾田地区‥‥‥‥宮久保 義昭
⃝牛久地区‥‥‥‥橋本　　稔
⃝土浦地区‥‥‥‥嶋村　重弘

⃝古河地区‥‥‥‥小泉　正一
⃝境地区‥‥‥‥‥田中　　功

▪
交
通
安
全
功
労
者

稲敷地区
𡈽 肥　一 夫

▪
優
良
運
転
者

筑西地区
比 氣　斌 弘

▪
交
通
安
全
功
労
者

つくば地区
兼 平　　 雄

★子ども部門🄒 ◎中学生以下へ交通安全を呼びかけるもの

内 閣 総 理 大 臣 賞 とうげこう　よそみ　おしゃべり　きけんがいっぱい
杉
すぎ

山
やま

　心
み

咲
さき

神奈川県横浜市立小雀小学校２年

内 閣 府 特 命 担 当 大 臣 賞 反射材　光って目立って　金メダル
飯
いい

田
だ

　月
る　な

捺茨城県石岡市立杉並小学校3年

文 部 科 学 大 臣 賞 あぶないよ　青でもきちんと　みぎひだり
平
ひら

山
やま

かれん茨城県境町立境小学校４年

警 察 庁 長 官 賞 手を上げて　運転手さんに　ごあいさつ
大
おお

林
ばやし

　　佑
たすく

愛知県東栄町立東栄中学校2年

佳作（全日本交通安全協会会長賞） しんごうが　まばたきはじめた　はい！とまれ！
松
まつ

田
だ

　瑚
こ

々
こ

福岡県北九州市立曽根小学校3年

佳作（全日本交通安全協会会長賞） くらいとき　じぶんをアピール　ぴっかぴか
増
ます

田
だ

　珠
しゅ

花
か

埼玉県久喜市立栗橋小学校1年

佳作（全日本交通安全協会会長賞） ヘルメット　かぶるだけでも　救える命
大
おお

上
うえ

　千
ち

尋
ひろ

徳島県阿南市立福井中学校1年

茨城県からは、こども部門（Ｃ）に飯田月捺さんと平山かれんさんの２名が入賞されました。入賞おめでとうございます。

I BARAK I  TRAFF IC  SAFETY

令和４年使用交通安全年間スローガン

交通安全功労等で栄えある受賞

交通栄誉章緑十字金章

交通栄誉章緑十字銀章

交通安全功労者

優良運転者
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茨城県立明野高等学校 　昭和52年の開校から44年間にわたり、地元警察署や小・中学校及
び関係機関、団体と密接な連携を図りながら、生徒の実情に即した交
通安全活動に積極的に取り組み、組織ぐるみの交通安全対策を推進し
たことにより、受賞が決定されました。

● 登下校時の立哨指導（月8回）
● 地元小、中学校との連携による各季交通安全キャンペーン活動
（春秋２回）

● 交通安全教室、交通安全講話の開催（1回）
● バイク実技講習会の開催（1回）
● 高齢者世帯訪問活動（1回）

茨城県筑西市倉持1176-1

年間の主な活動

令和3年度 交通安全優良学校が決定しました■

 
歩行者横断点滅機「ぴかっとわたるくん」が設置されました

茨城県交通部交通規制課 TEL 029－301－0110（代表）

　県警察本部では県土木部及び土浦市と連携して、道路
横断中歩行者の交通事故を防ぐため、令和３年４月６日
から「ぴかっとわたるくん」を土浦市内２箇所に設置し、
試験的に運用を開始しています。
　この機器は、信号機の無い横断歩道において、歩行者
が横断しようとする際に押しボタンによりLEDを点滅さ
せ、ドライバーに横断する意思を強く示すことで、横断
歩道手前での停止を促す機器です。
　ドライバーの皆様、横断歩道を自動車で通過する際に
は、歩行者の有無を確認し、歩行者が確認できた場合に
は横断歩道手前で確実に停止し、交通ルールを遵守した
安全運転に努めましょう。　

■
設 置 箇 所

①土浦市桜町1丁目（国道125号市道）

②土浦市高岡
（県道×つくば霞ヶ浦りんりんロード）

令和3年度 年末の交通事故防止県民運動を実施しました

　筑西地区交通安全協会・筑西市・筑西警察
署・母の会等が主体となり、「道の駅グランテラ
ス筑西」におい
て新鮮な気持ち

（餅）キャンペー
ンを開催し、お
しるこ等の啓発
品の配布やシー
トベルトの重要
性を呼びかけた。

令和3年12月4日（土）

飲むあなた　飲ませたあなた　同じ罪

令和3年12月１日㈬～12月15日㈬の15日間

①子供と高齢者の交通事故防止（特に横断歩行者の保護）
②夕暮れ時と夜間の交通事故防止　③飲酒運転の根絶

　年末は、例年夕暮れ時から夜間にかけて交通事故が多発する傾向にある
ほか、忘年会など飲酒する機会が増えることから、飲酒運転を原因とする
交通事故の発生が懸念されるため、県民一人ひとりが交通安全について考
え、交通ルールの遵守と交通マナーの向上に取り組むことにより、交通事
故防止の徹底を図ることを目的とする。

シートベルト効果体験車の実施状況

■

スローガン

期　　　間

運動の目的

運動の重点

横断歩道は歩行者優先！

問合せ先
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常
陸
太
田
地
区

各季の交通安全運動、交通安全の日等に、各小学校区におい
て交通安全立哨指導を実施し通学路の安全確保を図りました。

石
岡
地
区

交通安全の日に街頭キャンペーンを実施し、交通事故防
止を呼びかけました。

下
妻
地
区

小学校等で交通安全教室を開催し、正しい横断歩道の渡
り方などを学んでもらいました。

取
手
地
区

高齢者交通事故防止のための「シルバードライバーセミナー」を
開催し、安全運転サポート車の体験、運転指導などを実施しました。

市内全小・中学校等に対して、「のぼり旗」135枚・同ポール60本を贈
呈し、市内の小・中学校の「通学路」の交通安全対策を実施しました。

龍
ケ
崎
地
区

年末の交通事故防止県民運動に伴う「交通安全キャンペーン」を開催し、「市内保育園
児に対する一日警察署長の任命」が行われ、交通安全の呼びかけが実施されました。

土
浦
地
区

年末の交通事故防止県民運動に伴う街頭キャンペーンを
実施し、交通事故防止を呼びかけました。

桜
川
地
区

坂東市年末の街頭キャンペーンにおいて、高校生と一緒
に、交通安全を呼びかけました。

境
地
区

I BARAK I  TRAFF IC  SAFETY

交通安全協会はこんな活動を行っています
各地区交通安全協会の活動の1コマ

会員の皆さまの貴重な会費で充実した交通安全活動を展開しています。
これからもご協力お願いします。
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　茨城県交通安全協会では、当協
会が日頃から取り組んでいる各種
交通事故防止活動に対して賛同し
「賛助会員」に加入して頂く企業
や団体等を募集しております。

賛助会費（年間）：1口（2,000円）～

＊�賛助会員制度とは、各企業や団体等の皆様が当協会の各種交
通事故防止活動に賛同し、賛助会員として加入して頂き、そ
の賛助会費を通じて県内（各地域）の交通事故防止に貢献し
て頂く制度です。なお、当協会の普通会員（個人会員）以外
の個人の皆様も加入できます。

協賛店の申込方法
・協会事務局又は各地区にて随時受け付けています。（参加費無料）
・ 申込み方法：協賛店加入申込書によりお申し込み頂き、後日覚書

を作成します。

普通会員への周知・広報
・ 協賛店の名称、所在地、割引等優待内容は、当協会ホームページ

ibaraki ebooks内の電子ブックへの掲載のほか、協賛店加盟
チラシ等により周知を図っています。

協賛店の表示
・ 協賛店の皆様には、標章（協賛店ステッカー）を配布しますので、

利用者に分かりやすい箇所に掲示して頂きます。

割引等優待サービス
・ 当協会の会員証を提示した会員に対し、事前に申込み頂きました

各施設・店舗の優待サービスを行って頂きます。

県内外約330事業所 （R3.11月現在） 県内外約1530施設・店舗等 （R3.11月現在）賛助会員加入数

　茨城県交通安全協会では、県内
外の施設や店舗等において当協会
の普通会員（個人会員）を対象に割
引等の優遇サービスをして頂く協賛
店を募集しております。交通安全活
動の支援として是非御協力願います。

賛助会員・協賛店  お問合せ先 事務局

協賛店加盟数

特　典
❶ 交通安全講習（企業講習）の割引
❷ 交通安全機器搭載車の無料派遣（運転適性診断車、シートベルト効果体験車）

❸ DVD等無料貸出　❹ 機関紙等への掲載・各種情報の提供
❺「賛助会員証」の交付　❻ その他

ハンドルキーパー
運 動 推 進 中

～飲酒運転の根絶～

交通安全協会
「賛助会員」

当社は県内の交通事故防止
活動を支援しています！！

㍿高野高速印刷
〒310-0853　茨城県水戸市平須町1822-122

TEL FAX029-305-5588 029-305-5533
平須工場

《営業本部・製造本部》

印刷機はぶどうのしぼり機から始まりました。

この表示のある施設・店舗等で、会員証の
ご提示を頂くと割引等の優遇サービスが
うけられます。

※協賛店加盟数：約1530店舗等
R3．11月現在

会員の皆様が、自動車（二輪車含む。）を
運転又は同乗中に万が一交通事故に遭わ
れた場合、見舞金等が受けられます。
※シートベルト・ヘルメット着用等適用条件あり
※申請期限：事故発生日から1年以内に限ります。

※会員加入日により異なる制度の適用となる場合もあります。

※適用実績：入院見舞金等20人（R2年度中）

会員のお子様やお孫様の安全を守るため、
チャイルドシートを無料で貸出しています。
借用希望者が多数おりますので、事前に
予約等の連絡をお願いします。

※貸出実績：504人（R2年度中）

※別途クリーニング代（千円）を頂きます。

交通安全協会の会員特典紹介
当協会では、会員の皆様に各種特典をご用意しております。詳しくは協会HPをご覧下さい。

協賛店割引等優遇サービス 交通事故見舞金制度

死亡弔慰金10万円

入院見舞金 5万円（30日以上の入院）

チャイルドシート無料貸出制度

賛助会員募集中 協賛店募集中
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